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平成16年7月新潟・福島豪雨 （平成16年7月）

災
害
共
通

災
害
共
通

（三条市 80代 男性）

要援護者の枕元に手作りタンカ

昨年、援護が必要な方に参加してもらって避難訓練をやったんですが、寝たきり
の方を両脇から抱えて、車のとこまで運んでいくだけでもほんとうに大変でした。
それで、車いすなんて家の中じゃうまくいかないから、タンカで表へ運ぼうという
ことになって、一番大変な人のところへタンカを設置することになりました。
以前、県の防災訓練のときのタンカは、布がやわらかくて、こう、くぼむわけ。

だからそこに寝た人は難儀で、もう、息が苦しくなるほどだったと。それではダメ
だということで、女性たちがみんなで集まって、張りのあるかたい布でタンカを作
ろうということになりました。脇に伸縮するステンレス製の丈夫な物干し竿を入れ
てみたら、人が乗っても布があまり下がらないんです。
今はみんなで作ったタンカを、「いつでも隣近所、民生委員＊、それから災害委員

が手伝いに来て、安全なところへ運びますから」って言って、順次、必要な方の枕
元に置いてもらっていますが、大変喜ばれています。

＊ 民生委員とは、社会奉仕の精神を持ち、常に住民の立場になって相談に
応じるなど、社会福祉の増進に努めることを任務として、市町村の区域
に配置されている民間の人です。また、民生委員は児童委員を兼ねてい
ます。
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南海地震 （平成21年12月）
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（徳島県海部郡 70代 女性）

早く逃げれば良かった

当時私は16歳。寝入りばな、体を揺さぶられたような気がして目が覚めました。
横に姉が寝ていたから、起こそうかと思ったけれど、たいしたことないだろうと思っ
てね。
しばらくしたら、すごい揺れがはじまって、「家がつぶれたらたいへんだ」と父が

言って、素足のまま、親子4人が外へ飛び出しました。
ものすごい揺れだったから、とても立っておれなくて、4人がお互い体を支える

ようにして、道路の上へ座ったんです。外は真っ暗で何も見えませんが、家がギシ
ギシ音をたて、「これ、止まるのかなあ」って思いました。
で、ようやく揺れがおさまった時、逃げればいいのに、寒いからと、またみんな

で布団の中へ入ったんですよ。それから1、2分ぐらいでしょうか。男の人の声で、
「津波が来るぞー」と2回聞こえたのです。父が「早う逃げなんだら、あかん」言うて、
親子4人が家の玄関の戸をあけたときには、もう腰まで潮が来ていました。
今なら、布団にもどってしまうなんて考えられませんが、親も津波の経験がなかっ

たからだと思います。



28 一日前プロジェクト 2007

宮城県北部を震源とする地震 （平成15年7月）
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（東松島市 70代 女性）

家具は倒れず
～役立った転倒防止グッズ～

ご飯をよそって出して、みそ汁を持ってこようと思って立ち上がったときに「ド
ン」と来たんですね。アッと思って、とっさに私は食器棚を押さえ、お父さんがあっ
ちから、テレビを押さえました。
食器棚は、観音扉＊を少し太めのゴムでとめていました。そのゴムが伸びて、中

のものが少し飛び出しましたが、たいしたことはありませんでした。
それから、今度は仏壇の花が心配になって走っていったのですが、ふっと庭を見

ると、道路に面したうちの岩塀が倒れていました。

たんすとか本棚とかは全部、前々からゴムみたいな転倒防止用のやつを買って、
下に入れてあったんです。だからぜんぜん倒れなくて、助かりました。

＊ 観音扉とは、中央から左右に広がって開く形式の扉のこと。
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平成19年新潟県中越沖地震 （平成19年7月）
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（柏崎市 30代 男性）

おとなりの井戸水もらえて大助かり
～トイレの「ジャー」は、バケツ3杯分～

水が出ないのが一番こまりましたね。うちは田舎なので家に井戸があって、これ
は助かったなと思ったんですけど、地震で井戸水のほうのパイプがやられてしまっ
て、井戸水をくみ出すことができませんでした。で、何日間か、水道が出るまで、
おとなりから井戸水をもらってしのぎました。
でも、いつも何となくやっているトイレの「ジャー」は、バケツ3杯も運ばなきゃ

だめなんですよ。
いつも洗濯に使う風呂の残り湯は、大きな揺れで、ガシャンガシャンと台所まで

飛び散っていて、もう3分の1ぐらいしかありませんでした。
何が困ると言ったって、やっぱりトイレの水が一番で、おとなりから井戸の水を

いただけたのは、すごくありがたかったです。
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雲仙岳噴火 （平成2年11月～平成8年6月）

火　

山

火　

山

（島原市 50代 男性）

話し合っておくべきだった避難先

大火砕流＊の際、市外にいたので、「家族は大丈夫だろうか」ということで頭がいっ
ぱいでしたね。避難場所に指定されていた近所の中学校の体育館には、避難できな
いという情報が入ってきましたので、「そしたら避難場所はどこだろう。どこに行
けばいいんだろう」って、車を走らせながらずっと考えていました。
で、とりあえず、市の体育館に行ってみたんです。でも、そこにも家族は見あた

らなくて、あわてました。子どもは小学生だし、一番下の子はまだ4歳ぐらいでした。
どこでどうしているのだろうかと、心配でたまりませんでした。
それから、交通規制がしかれていないところに親戚があったので、そこに行って

みると、家族全員がいたわけです。ほんとうにホッとしました。
噴火に限らず何かあったときには、どこに行くことにするよとか、家族で避難経

路についてよく話しあっておくべきだなと、そのときつくづく感じましたね。

＊ 火砕流は、高熱の火山岩塊、火山灰、軽石などが高温の火山ガスととも
に山の斜面を流れ下る現象で、流下速度は時速100キロメートルを超え
ることもあります。






